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（
新
）
 

 Ｎ
Ｋ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
冨
士
字
南
園
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
 

 

名
 
 
称
 

Ｎ
Ｋ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
冨
士
字
南
園
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
 

位
 
 
置
 

白
井
市
冨
士
字
南
園
２
１
８
番
１
の
一
部
、
２
３
０
番
 

面
 
 
積
 

８
４
７
４
．
９
６
㎡
 

  
 
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

目
標

   
 

本
地
区
は
、
北
総
鉄
道
北
総
線
西
白
井
駅
か
ら
南
西
約
１
．
３

、
新
京
成

電
鉄
鎌
ヶ
谷
大
仏
駅
か
ら
北
東
へ
約
２
．
１

に
位
置
し
、
地
区
の
北
側
に
風

間
街
道
（
市
道
０
０
－
０
０
７
号
線
）
、
南
側
に
は
木
下
街
道
（
主
要
地
方
道
市

川
印
西
線
）
が
通
っ
て
お
り
ま
す
。

白
井
市
冨
士
セ
ン
タ
ー
（
学
習
等
供
用
施
設
）
及
び
白
井
市
立
白
井
第
三
小
学

校
が
地
区
の
拠
点
施
設
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
周
辺
地
区
に
お
い
て
は
農
地
か

ら
宅
地
へ
の
転
用
が
多
く
散
見
さ
れ
、
住
宅
地
と
農
地
、
ま
た
商
業
施
設
等
が
混

在
す
る
土
地
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
既
存
住
宅
と
周
辺
農
地
と
の
調
和
を
図
り
、

ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
を
創
出
し
、魅
力
的
な
街
並
み
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

い
た
し
ま
す
。
 

  

地
区
の
整
備
、
開
発
及
び
 

保
全
に
関
す
る
方
針
 

        
  

１
．
土
地
利
用
の
方
針
 

白
井
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
る「
市
街
化
調
整
区
域
で
の
地
区
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
よ
る
ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
の
誘
導
」
の
ほ
か
、
「
白
井
市
低
密
度
住
宅

地
区
に
お
け
る
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
誘
導
方
針
」
を
基
本
方
針
と
し
、
周
辺
住

環
境
と
の
調
和
が
図
ら
れ
た
低
層
住
宅
を
主
体
と
し
た
土
地
利
用
を
図
り
ま
す
。  

  ２
．
地
区
ま
ち
づ
く
り
施
設
の
整
備
方
針
 

白
井
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
定
め
る
第
３
地
区
の
都
市
づ
く
り
の
重
点
方

針
「
安
心
・
安
全
な
住
環
境
の
創
出
と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
向
上
」
を
基
本
方

針
と
し
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
施
設
と
し
て
安
全
性
・
地
域
性
に
配
慮
し
た
道
路
及

び
公
園
等
を
配
置
し
ま
す
。
 

  ３
．
建
築
物
等
の
整
備
方
針
 

適
切
な
敷
地
規
模
と
建
築
物
の
壁
面
後
退
確
保
に
よ
る
ゆ
と
り
あ
る
空
間
を
創

出
し
、
周
辺
住
環
境
と
調
和
し
た
建
築
物
を
形
成
し
、
良
好
な
住
環
境
の
整
備
を

図
り
ま
す
。
 

（
旧
）
 

 Ｎ
Ｋ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
冨
士
字
南
園
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
素
案
 

 

名
 
 
称
 

Ｎ
Ｋ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
冨
士
字
南
園
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
 

位
 
 
置
 

白
井
市
冨
士
字
南
園
２
１
８
番
１
の
一
部
、
２
３
０
番
 

面
 
 
積
 

８
４
７
４
．
９
６
㎡
 

  
 
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

目
標

   
 

本
地
区
は
、
北
総
鉄
道
北
総
線
西
白
井
駅
か
ら
南
西
約
１
．
３

、
新
京
成

電
鉄
鎌
ヶ
谷
大
仏
駅
か
ら
北
東
へ
約
２
．
１

に
位
置
し
、
地
区
の
北
側
に
風

間
街
道
（
市
道
０
０
－
０
０
７
号
線
）
、
南
側
に
は
木
下
街
道
（
主
要
地
方
道
市

川
印
西
線
）
が
通
っ
て
お
り
ま
す
。

白
井
市
冨
士
セ
ン
タ
ー
（
学
習
等
供
用
施
設
）
及
び
白
井
市
立
白
井
第
三
小
学

校
が
地
区
の
拠
点
施
設
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
周
辺
地
区
に
お
い
て
は
農
地
か

ら
宅
地
へ
の
転
用
が
多
く
散
見
さ
れ
、
住
宅
地
と
農
地
、
ま
た
商
業
施
設
等
が
混

在
す
る
土
地
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
既
存
住
宅
と
周
辺
農
地
と
の
調
和
を
図
り
、

ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
を
創
出
し
、魅
力
的
な
街
並
み
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

い
た
し
ま
す
。
 

  

地
区
の
整
備
、
開
発
及
び
 

保
全
に
関
す
る
方
針
 

        
  

１
．
土
地
利
用
の
方
針
 

白
井
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
る「
市
街
化
調
整
区
域
で
の
地
区
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
よ
る
ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
の
誘
導
」
の
ほ
か
、
「
白
井
市
低
密
度
住
宅

地
区
に
お
け
る
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
誘
導
方
針
」
を
基
本
方
針
と
し
、
周
辺
住

環
境
と
の
調
和
が
図
ら
れ
た
低
層
住
宅
を
主
体
と
し
た
土
地
利
用
を
図
り
ま
す
。

  ２
．
地
区
ま
ち
づ
く
り
施
設
の
整
備
方
針
 

白
井
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
定
め
る
第
３
地
区
の
都
市
づ
く
り
の
重
点
方

針
「
安
心
・
安
全
な
住
環
境
の
創
出
と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
向
上
」
を
基
本
方

針
と
し
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
施
設
と
し
て
安
全
性
・
地
域
性
に
配
慮
し
た
道
路
及

び
公
園
等
を
配
置
し
ま
す
。
 

  ３
．
建
築
物
等
の
整
備
方
針
 

適
切
な
敷
地
規
模
と
建
築
物
の
壁
面
後
退
確
保
に
よ
る
ゆ
と
り
あ
る
空
間
を
創

出
し
、
周
辺
住
環
境
と
調
和
し
た
建
築
物
を
形
成
し
、
良
好
な
住
環
境
の
整
備
を

図
り
ま
す
。
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             地
 

区
 

ま
 

ち
 

づ
 

く
 

り
 

整
 

備
 

計
 

画
          

   
 

 

地
区
ま
 

ち
づ
く
 

り
施
設
 

に
関
す
 

る
事
項
 

  

地
区
ま
ち
づ

く
り
施
設
の

配
置
及
び
規

模
 

  

１
．
接
道
道
路
 

①
 
南
側
道
路
 
市
道
１
２
－
０
０
６
号
線
 

片
側
一
方
６
．
０
０
ｍ
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
 

２
．
区
画
道
路
 

幅
員
６
．
０
ｍ
、
通
り
抜
け
道
路
 
延
長
２
１
９
．
９
２
６
ｍ
 

３
．
公
園
 

１
箇
所
 
５
０
８
．
８
２
㎡
（
６
．
０
％
）
 

４
．
ご
み
置
場
 

２
箇
所
 
 
１
４
．
１
８
㎡
 

 
       
建
 

築
 

物
 

等
 

に
 

関
 

す
 

る
 

事
 

項
  

     

建
築
物
の
用

途
の
制
限
 

 

次
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
は
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

１
．
専
用
住
宅
及
び
こ
れ
に
付
属
す
る
も
の
 

建
築
物
の
敷

地
面
積
の
最

低
限
度
 

１
７
０
㎡
 

壁
面
の
位
置

の
制
限
 

  

道
路
境
界
線
及
び
敷
地
境
界
線
か
ら
建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
面
ま

で
の
後
退
距
離
１
ｍ
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
床
面
積
に
含
ま
れ
な
い
出
窓
及
び

次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

１
．
別
棟
の
自
動
車
車
庫
で
最
高
高
さ
３
．
０
ｍ
以
下
か
つ
壁
を
有
し
な
い
も
の
 

２
．
別
棟
の
物
置
で
高
さ
２
．
５
ｍ
以
下
か
つ
床
面
積
が
６
．
６
㎡
以
下
の
も
の
 

３
．
ご
み
置
場
、
電
柱
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
敷
地
か
ら
の
部
分
 

建
築
物
の
高

さ
の
最
高
限

度
 

 １
０
ｍ
 

 
建
築
物
の
容

積
率
の
最
高

限
度
 

 １
０
分
の
１
０
 

 
建
築
物
の
建

ぺ
い
率
の
最

高
限
度
 

 １
０
分
の
５
 

 
建
築
物
の
形

態
又
は
意
匠

の
制
限
 

建
築
物
の
屋
根
、
外
壁
も
し
く
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
色
彩
は
、
原
則
と
し
て
原

色
及
び
彩
度
が
高
く
、
強
い
刺
激
を
与
え
る
色
調
を
避
け
、
周
辺
環
境
と
調
和
し

た
落
ち
着
き
の
あ
る
色
調
と
す
る
。
 

土
地
 

利
用
 

に
関
 

す
る
 

事
項
 

垣
又
は
柵
の

構
造
の
制
限
 道
路
面
に
接
す
る
側
の
垣
又
は
柵
の
構
造
は
、
生
垣
又
は
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
見
通

し
風
通
し
の
良
い
も
の
で
統
一
性
を
持
た
せ
る
。
 

緑
化
率
 

 

緑
化
率
に
つ
い
て
は
、
敷
地
面
積
の
１
０
％
以
上
と
し
、
玉
竜
や
低
木
プ
リ
ペ
ッ

ト
等
で
植
栽
す
る
。
な
お
、
低
木
は
緑
化
面
積
１
㎡
あ
た
り
２
本
以
上
と
す
る
。
 

特
に
配
慮
す
べ
き
事
項
 
  

 

             地 区 ま ち づ く り 整 備 計 画          
   
 

 

地
区
ま

ち
づ
く

り
施
設

に
関
す

る
事
項

  

地
区
ま
ち
づ

く
り
施
設
の

配
置
及
び
規

模
 

  

１
．
接
道
道
路
 

①
 
南
側
道
路
 
市
道
１
２
－
０
０
６
号
線
 

片
側
一
方
６
．
０
０
ｍ
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
 

２
．
区
画
道
路
 

幅
員
６
．
０
ｍ
、
通
り
抜
け
道
路
 
延
長
２
１
９
．
９
２
ｍ
 

３
．
公
園
 

１
箇
所
 
５
０
８
．
８
２
㎡
（
６
．
０
％
）
 

４
．
ご
み
置
場
 

２
箇
所
 
 
１
４
．
１
８
㎡
 

 
       
建
 

築
 

物
 

等
 

に
 

関
 

す
 

る
 

事
 

項
  

     

建
築
物
の
用

途
の
制
限
 

 

次
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
は
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

１
．
専
用
住
宅
及
び
こ
れ
に
付
属
す
る
も
の
 

建
築
物
の
敷

地
面
積
の
最

低
限
度
 

１
７
０
㎡
 

壁
面
の
位
置

の
制
限
 

  

道
路
境
界
線
及
び
敷
地
境
界
線
か
ら
建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
面
ま

で
の
後
退
距
離
１
ｍ
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
床
面
積
に
含
ま
れ
な
い
出
窓
及
び

次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

１
．
別
棟
の
自
動
車
車
庫
で
最
高
高
さ
３
．
０
ｍ
以
下
か
つ
壁
を
有
し
な
い
も
の

２
．
別
棟
の
物
置
で
高
さ
２
．
５
ｍ
以
下
か
つ
床
面
積
が
６
．
６
㎡
以
下
の
も
の

３
．
ご
み
置
場
、
電
柱
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
敷
地
か
ら
の
部
分
 

建
築
物
の
高

さ
の
最
高
限

度
 

 １
０
ｍ
 

 
建
築
物
の
容

積
率
の
最
高

限
度
 

 １
０
分
の
１
０
 

 
建
築
物
の
建

ぺ
い
率
の
最

高
限
度
 

 １
０
分
の
５
 

 
建
築
物
の
形

態
又
は
意
匠

の
制
限
 

建
築
物
の
屋
根
、
外
壁
も
し
く
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
色
彩
は
、
原
則
と
し
て
原

色
及
び
彩
度
が
高
く
、
強
い
刺
激
を
与
え
る
色
調
を
避
け
、
周
辺
環
境
と
調
和
し

た
落
ち
着
き
の
あ
る
色
調
と
す
る
。
 

土
地
 

利
用
 

に
関
 

す
る
 

事
項
 

垣
又
は
柵
の

構
造
の
制
限
道
路
面
に
接
す
る
側
の
垣
又
は
柵
の
構
造
は
、
生
垣
又
は
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
見
通

し
風
通
し
の
良
い
も
の
で
統
一
性
を
持
た
せ
る
。
 

緑
化
率
 

 

緑
化
率
に
つ
い
て
は
、
敷
地
面
積
の
１
０
％
以
上
と
し
、
玉
竜
や
低
木
プ
リ
ペ
ッ

ト
等
で
植
栽
す
る
。
な
お
、
低
木
は
緑
化
面
積
１
㎡
あ
た
り
２
本
以
上
と
す
る
。

特
に
配
慮
す
べ
き
事
項
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